
Technical Article
低消費電力 77GHz レーダー センサで交通や産業用設計を改善

Trevor Dowd

技術記事『低消費電力 60GHz ミリ波レーダー センサを活用し、これまで以上に多くのアプリケーションで高精度センシン

グを実現する方法』では、60GHz ミリ波 (mmWave) レーダー センサが産業用およびコンシューマ エレクトロニクスのアプ

リケーションで高精度センシングを実現する仕組みが、著者の同僚である Kishore Ramaiah によって説明されていま

す。本記事では、低消費電力 77GHz レーダー センサが、様々なアプリケーションで正確かつ確実に動作する方法を紹

介します。

従来、77GHz 周波数帯域のレーダー センサは、死角検出や自動的な緊急ブレーキなど、先進運転支援システムのセン

シング アプリケーションのほか、産業用タンク内のレベル トランスミッタなどに使用されてきました。一方、オフハイウェイ車

両、E-バイクや自転車、駐車場の車止めなどの用途に向けた近接センシングと距離センシングの需要も高まってきていま

す。このような領域では、これらのセンサによって作業環境の安全性を強化し、運転中の快適性や効率性を改善できる可
能性があります。

産業用レベル センサ

精度と信頼性に優れたレベル センサは、石油ガス、化学、石油化学、上下水道管理、食品や飲料、製薬、資源採掘など

の業界においては欠かせないものです。77GHz 帯域のミリ波レーダーを使用するレーダー センサなら、複雑な反射や干

渉を伴う難易度の高い環境であっても、高い精度と分解能を実現できます。

レーダー センサを従来のテクノロジーと比較した場合の最大の利点は、腐食性、摩擦性、粘着性のある物質を非接触で

測定できることです。76～81GHz の帯域幅で動作する本センサは、物質の液面の高さの小さな変化を確実に検出でき、

長距離でも、または乱流、気泡、ガス、ほこり、水蒸気、温度変化、湿気が存在する環境でも高い精度で測定できます。帯
域幅が広いため、レーダー チャープの開始周波数と終了周波数の差が大きく、距離分解能が向上します。このようにレ

ーダー センサは、産業環境における安全性の強化に役立ち、リモートでの水位監視を実現して、危険な場所や行きにく

い場所に人間が物理的に足を運ぶ必要性をなくすことができます。バッテリを使って動作させる場合も、低消費電力レー
ダーはメンテナンスなしで何年にもわたる寿命を確保できます。

77GHz 帯域で動作するレーダー デバイス IWRL1432 は、超低消費電力アーキテクチャを採用し、前述の各種アプリケ

ーションにおいて高精度のセンシングを可能にします。IWRL1432 にはディープ スリープ モードが組み込まれ、1 回の

測定で消費するエネルギーは 4mJ 未満であるため、バッテリ寿命は非常に長くなります。これらのセンサは、トランスミッタ

あたり 11dBm の出力電力で、わずか 3cm から 80m を超える距離の測定に対応できます。ハードウェア アクセラレータ

とマイコンを小型パッケージに完全統合し、マイコンの増設を不要にしています。図 1 に示す産業用タンクでは、水位検

出にレーダー センサを利用しています。
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図 1. 産業用タンク

E- バイクと自転車

E- バイクは近年、持続可能性と効率性の観点から、移動手段として大きな人気を集めています。ただ、特に霧が発生して

薄暗い場合など、E- バイクや自転車の利用者が路上でお互いを認識しにくい状況では、事故の発生につながりやすくな

ります。

IWRL1432 のようなレーダー センサによって前方や後方への近接通知や衝突検知機能を取り入れることで、乗り手の安

全性が高まります。レーダー センサは、視覚信号や音声信号を通じて乗り手や接近車両の運転手に通知を行い、衝突の

危険がある可能性を知らせることができます。図 2 は、レーダー センサによって自転車の乗り手の安全性が高まると思わ

れる場面を示しています。

図 2. レーダー センサによる自転車の乗り手の安全性の向上
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駐車場の車止めのセンサ

センサ テクノロジーは、駐車場において効率的で安全なアクセス制御を実現するにあたって重要な役目を果たしていま

す。駐車場の出入り口付近には、赤外線センサと超音波センサが設置され、車両の存在を検知するために使用されてい
ます。しかし、こうした種類のセンサは検知できる範囲が限られているうえ、ほこり、温度変化、音波が発生すると精度が低
下しがちです。

IWRL1432 など、より広い検知範囲 (10m 超) と視野角 (150 度) を備えるレーダー センサであれば、このような制限を克

服し、広めの出入り口で長めの距離を対象にアクセス制御ができます。また、雨や極端な温度など、厳しい環境条件下で
の耐久性にも優れています。レーダー センサは、誤って歩行者に反応することなく車両だけを検知するように、車両と人

間を区別できるようになっています。また、アクセス制御システム、ゲート コントローラ、駐車場管理ソフトウェアにレーダー 

センサを統合することも簡単にできます。

オフロード車両

農業機械や建設機械などのオフハイウェイ車両では、レーダー センサを使用して、重要な情報を提供したり、さまざまな

タスクを支援したりできます。大型で扱いにくい車両を操作する際には、周囲にある樹木や別の機械などの障害物を検知
して、衝突を防止できます。レーダー センサは対地速度も正確に測定でき、これは起伏がある不安定な地形や泥の地面

などでは重要になります。人や物体の検出から対地速度の測定まで対応し、77GHz 帯域で SIL 2 のセンシングを実現

する IWRL1432 レーダー センサによって、オフハイウェイ車両の効率性と安全を高めながら、操作環境を改善できます。

まとめ

77GHz レーダー センサの IWRL1432 を使用することで、設計者はレベル トランスミッタ、E- バイク、駐車場の車止め、

オフハイウェイ車両などのセンシング アプリケーションの課題に取り組むことができます。低消費電力動作、さまざまな環

境条件での高い信頼性、広視野角、高精度という特長を通じて、効率性に優れた高性能センシング ソリューションを実現

できます。

その他の資料

• IWRL1432BOOST のご注文。

• 開発サポート、プロジェクト、ドキュメント、ツールを Resource Explorer のミリ波レーダー センサ向けのレーダー ツー

ルボックスで検索できます。
• テキサス・インスツルメンツのミリ波レーダー センサの詳細については、 Resource Explorer の Radar Academy をご

確認ください。
• 『テキサス・インスツルメンツの低消費電力ミリ波レーダー センサによる水位検出アプリケーションの実現』をご視聴くだ

さい。
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重要なお知らせと免責事項
テキサス・インスツルメンツは、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーショ

ンや設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供しており、商品性

および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的にかかわらず拒否しま
す。

これらのリソースは、 テキサス・インスツルメンツ製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーショ

ンに適した テキサス・インスツルメンツ製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種

規格や、その他のあらゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。

上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている テキサス・インスツルメンツ製品を使用す

るアプリケーションの開発の目的でのみ、 テキサス・インスツルメンツはその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製す

ることや掲載することは禁止されています。 テキサス・インスツルメンツや第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様

は、これらのリソースを自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、 テキサス・インスツルメンツおよびその代理

人を完全に補償するものとし、 テキサス・インスツルメンツは一切の責任を拒否します。

テキサス・インスツルメンツの製品は、 テキサス・インスツルメンツの販売条件、または ti.com やかかる テキサス・インスツルメンツ製品の関連資料など

のいずれかを通じて提供する適用可能な条項の下で提供されています。 テキサス・インスツルメンツがこれらのリソースを提供することは、適用される 

テキサス・インスツルメンツの保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではありません。

お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案した場合でも、 テキサス・インスツルメンツはそれらに異議を唱え、拒否します。IMPORTANT 
NOTICE

郵送先住所：Texas Instruments, Post Office Box 655303, Dallas, Texas 75265
Copyright © 2024, Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/ja-jp/legal/terms-conditions/terms-of-sale.html
https://www.ti.com


重要なお知らせと免責事項
TI は、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス・デザインを含みます)、アプリケーションや
設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
かかわらず拒否します。
これらのリソースは、TI 製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーションに適した 
TI 製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種規格や、その他のあら
ゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプ
リケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載す
ることは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを
自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI
は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、TI の販売条件、または ti.com やかかる TI 製品の関連資料などのいずれかを通じて提供する適用可能な条項の下で提供され
ています。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではありま
せん。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案した場合でも、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。IMPORTANT NOTICE

郵送先住所：Texas Instruments, Post Office Box 655303, Dallas, Texas 75265
Copyright © 2024, Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/ja-jp/legal/terms-conditions/terms-of-sale.html
https://www.ti.com



